
（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （方式） （導入・契約（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

近江八幡市 水道事業 ―

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
広域化等

民間活用 現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用

●

取組事項 （水道事業）広域化等

●

実施済
経営統合

施設の
共同設置・利用

実施予定

施設管理の
共同化

管理の一体化

検討中 ●
県が主催する「滋賀県水道事業
の広域連携に関する協議会」に
参加。

県主導の「滋賀県水道広域化推進プラン」に基づく協議におい
て、事業体間の調整等の課題がある。

年 月 日

百万円(年)

取組事項 民間活用（ＰＰＰ/ＰＦＩ方式の活用）

実施済

非耐震管の更新を可及的速や
かに実施するために、経費の削
減だけでなく、設計・施工のス
ピードの増大は必須であること
から、設計及び施工を一括で発
注し、経費削減・工期短縮が見
込まれるDB方式を導入する。
また、事業実施に当たり、実施
方針の策定を始め、民間事業
者との事業契約の締結までに
必要な業務の支援を目的とし、
令和５年度にアドバイザリー業
務委託を実施。

BTO方式 　

公共施設等
運営権方式
（コンセッ
ション方式）

　

実施予定 ●
　 その他 　

港湾運営
会社制度

BOT方式 　

6 10  BOO方式 　

DB方式 ●

令和

年 月 日
DBO方式

　

百万円(年)
効果額未算定
（ＶＦＭ９％程度）

検討中

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

近江八幡市 下水道事業 公共下水道

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
広域化等

民間活用

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済
汚水処理施設の

統廃合

処理場廃止あり 処理場廃止なし

年 月 日

公共下水･流域下水
の統合

公共下水同士
の統合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下水
との統合

その他

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定

百万円(年)

検討中 ●
県が主催する「滋賀県汚水処理
事業広域化・共同化研究会」へ
の参加。

広域化に伴うメリット・デメリットの抽出。

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

近江八幡市 下水道事業 特定環境保全公共下水道

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
広域化等

民間活用

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済
汚水処理施設の

統廃合

処理場廃止あり 処理場廃止なし

年 月 日

公共下水･流域下水
の統合

公共下水同士
の統合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下水
との統合

その他

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定

百万円(年)

検討中 ●
県が主催する「滋賀県汚水処理
事業広域化・共同化研究会」へ
の参加。

広域化に伴うメリット・デメリットの抽出。

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

近江八幡市 下水道事業 農業集落排水施設

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
広域化等

民間活用

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済
汚水処理施設の

統廃合

処理場廃止あり 処理場廃止なし

年 月 日

公共下水･流域下水
の統合

公共下水同士
の統合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下水
との統合

その他

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定

百万円(年)

検討中 ●
県が主催する「滋賀県汚水処理
事業広域化・共同化研究会」へ
の参加。

広域化に伴うメリット・デメリットの抽出。

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における中
長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

当医療センターは、近江八幡市を中心に、医療圏における高度急性期・急性期医療を提供する中核的な役割を担っていま
す。また、地方公営企業法の全部適用であり、この経営形態で救急医療、小児・周産期医療、災害医療等の政策医療を担う
とともに、地域支援病院として幅広い疾患に対応しつつも、純利益を計上し、健全な経営状況を維持しています。このことか
ら、現時点においては、現状の経営形態を継続しますが、今後も状況を注視しながら慎重に検討を続けます。
なお、令和４年度には手術支援ロボットを導入し、医療圏におけるがん診療地域完結率の向上を図るとともに、地域包括ケ
ア病棟を一般急性期病棟に再編しました。このことにより、病病連携・病診連携をより一層推進し、更なる収益基盤の強化に
努めてまいります。

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用

●

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
広域化等

民間活用

施設名

近江八幡市 病院事業 ―

団体名 業種名 事業名

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


